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家
庭
ご
み
の
野
焼
き
は
、『
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
』
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

違
反
し
た
場
合
は
５
年
以
下
の
懲
役

若
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

野
焼
き
禁
止
の
例
外
と
し
て
規
定

さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
農
林
漁
業

に
関
す
る
や
む
を
得
な
い
焼
却
等
が

あ
り
ま
す
。た
だ
し
煙
や
悪
臭
な
ど
、

近
隣
の
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
焼
却
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

　

焼
却
に
よ
っ
て
大
量
の
煙
や
臭
い

が
発
生
す
れ
ば
、
近
隣
の
生
活
環
境

に
支
障
を
き
た
し
「
近
所
で
草
木
を

燃
や
し
て
い
て
煙
た
い
」「
洗
濯
物

に
臭
い
が
つ
い
て
困
る
」
な
ど
の
苦

情
の
原
因
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。

　

田
畑
等
で
や
む
を
得
ず
焼
却
を
す

る
場
合
は
、

① 

煙
の
量
や
臭
い
が
近
所
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
程
度
の
量
に
と
ど
め
る

②�

風
向
き
や
強
さ
、
時
間
帯
を
考
慮
す
る

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

③�

事
前
に
ご
近
所
に
日
時
等
を
説
明
す
る

な
ど
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。
み

ん
な
で
協
力
し
て
、
快
適
な
生
活
環

境
の
維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課（
☎
６
３・
３
８
０
０
）

　

老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か
ら
受
け

ら
れ
る
年
金
）は
、20
歳
か
ら
65
歳
に

な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
、満
額
の
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な

ど
に
よ
り
、保
険
料
の
納
付
済
期
間

が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、60

歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
よ
り
、満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、海
外
に
在
住
す
る
日
本
国

籍
を
持
つ
方
も
、国
民
年
金
に
任
意

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課（
☎
６
３・
３
８
０
０
）

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、日
本
年
金

機
構
よ
り
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
に

よ
り
、毎
月
の
保
険
料
を
翌
月
の
末

日
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、場
合
に
よ
っ

て
は
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

万
一
の
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
は
便
利
な

　
口
座
振
替
が
お
勧
め
で
す

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、指
定
し
た

口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

ま
す
の
で
、金
融
機
関
の
窓
口
ま
で

納
め
に
行
く
手
間
が
か
か
ら
ず
便
利

で
、納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き

安
心
で
す
。

　

ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、金
融
機
関
窓

口
に
て
口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
事

項
を
記
入
・
押
印（
金
融
機
関
の
届
出

印
）の
上
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
を
納
め
る
の
が

　
　
　
　
　
　
困
難
な
と
き

　

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納

付
い
た
だ
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
に
な
る「
保
険
料
免
除
制

度
」や「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」が

あ
り
ま
す
。ま
た
、学
生
の
方
に
は
、

在
学
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶

予
す
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ

り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

ず
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、障
害
基
礎

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課（
☎
６
３・
３
８
０
０
）
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第7回
手話を覚えるきっかけとして、手話単語を紹介します。
手話が身近な言語となるよう、皆さんも一緒にやってみましょう。

みんなで手話を覚えよう

【ありがとう】
① 右手を左手の甲の上に当てます。 ② 左手の甲から右手をタテに垂直に上げます。

　

介
護
保
険
施
設（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
施
設
、
療
養
病

床
）に
入
所
お
よ
び
短
期
入
所
生
活

介
護（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）を
利
用
す

る
場
合
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
の
自
己

負
担
分（
１
割
、
２
割
ま
た
は
３
割
）

に
加
え
て
居
住
費
、
食
費
、
日
常
生

活
費
を
支
払
い
ま
す
。

　

居
住
費
、
食
費
の
支
払
い
に
つ
い

て
、
所
得（
収
入
）が
低
い
方
に
は
、

所
得（
収
入
）に
応
じ
て
自
己
負
担
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※�

軽
減
を
受
け
る
場
合
は
必
ず
町
役

場
へ
の
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、

介
護
保
険
証
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
方
お
よ
び
配
偶
者
の
預
貯
金
通

帳
等
の
写
し
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

令
和
３
年
８
月
か
ら
制
度
改
正
に

よ
り
利
用
者
負
担
段
階
、
預
貯
金
等

介
護
保
険
の
施
設
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
場
合
の

費
用
に
つ
い
て

の
状
況
お
よ
び
食
費
の
自
己
負
担
限

度
額
に
つ
い
て
改
正
が
あ
り
ま
し

た
。

※�

左
記
の
場
合
は
対
象
外
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇 

対
象
者
本
人
が
住
民
税
課
税
者
の

場
合

〇 

同
一
世
帯
に
住
民
税
課
税
者
が
い

る
場
合

〇 

世
帯
分
離
し
て
い
る
が
配
偶
者
が

住
民
税
課
税
者
の
場
合

〇 
預
貯
金
等
の
合
計
額
が
単
身
ま
た

は
夫
婦
で
各
利
用
者
負
担
段
階
に

お
け
る
一
定
額
以
上
の
場
合
な
ど

　

詳
し
く
は
、
い
き
い
き
長
寿
課
や

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

い
き
い
き
長
寿
課

（
☎
６
３・
３
８
０
７
）
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